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平成３０年第３回 

美唄市議会定例会会議録 

平成３０年９月１１日（火曜日） 

午前１０時００分 開議 

 

◎議事日程 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 一般質問 

 

◎出席議員（１４名） 

  議 長  小 関 勝 教 君 

  副議長  土 井 敏 興 君 

   １番  丸 山 文 靖 君 

   ２番  吉 岡 建二郎 君 

   ３番  松 山 教 宗 君 

４番  川 上 美 樹 君 

５番  楠   徹 也 君 

６番  森 川   明 君 

７番  本 郷 幸 治 君 

   ８番  吉 岡 文 子 君 

９番  山 崎 一 広 君 

10番  桜 井 龍 雄 君 

   11番  谷 村 知 重 君 

   13番  金 子 義 彦 君 

 

◎出席説明員 

市     長  髙 橋 幹 夫 君 

副  市  長  藤 井 英 昭 君 

総 務 部 長  中 平 匡 司 君 

 市 民 部 長  松 田 公 史 君 

保健福祉部長兼福祉事務所長  平 泉 宮 子 君 

 経 済 部 長  市 川 厚 記 君 

 都市整備部長  西 尾   正 君 

 市立美唄病院事務局長  小 橋 一 夫 君 

 消  防  長  相 馬 一 司 君 

 総務部総務課長  村 上 孝 徳 君 

 総務部総務課長補佐  置 田 孝 浩 君 

 

 教  育  長  星 野 恒 徳 君 

教 育 部 長  森 川   治 君 

  

 選挙管理委員会委員長  高 田   豊 君 

 選挙管理委員会事務局長 （村 上 孝 徳 君） 

 

 農業委員会会長  今 田 邦 彦 君 

 農業委員会事務局長  佐々木   武 君 

 

 監 査 委 員  後 藤 樹 人 君 

 監査事務局長  永 森 峰 生 君 

 

◎事務局職員出席者 

 事 務 局 長  三 上   忠 君 

 次     長  門 田 昌 之 君 

 

午前１０時００分 開議 

●議長小関勝教君 これより、本日の会議を

開きます。 

 

●議長小関勝教君 日程の第１、会議録署名

議員を指名いたします。 

１番 丸山文靖議員、 

２番 吉岡建二郎議員 

を指名いたします。 

 

●議長小関勝教君 次に日程の第２、一般質

問に入ります。 

発言通告により、順次発言を許します。 

４番、川上美樹議員。 
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●４番川上美樹議員（登壇） この度の地震、

停電等で市民の皆様へのお見舞いを申し上げ

ますとともに、ボランティアの方々、市職員

の昼夜問わずの対応について、心から感謝申

し上げます。 

それでは質問に入ります。 

平成 30 年第３回定例会におきまして、大綱

３点について、市長並びに教育長にお伺いし

ます。 

大綱１点目は、保健行政についてです。 

まずは１つ目として、国が進めている医療

費適正化計画について伺います。 

国では現在、膨らむ医療費に対し、第３期

医療費適正化計画を2018年から５年間の間と

して策定しました。第３期医療費適正化計画

では、１つの例として、入院外等の医療費に

ついて、５年後の2023年での適正化効果を

6,000億円程度見込み、その計画を推進してい

るところです。 

そこで、本市が保険者となっている国保加

入者の医療費適正化計画がどのように進めら

れているのか、以下の４点について、市長に

お伺いいたします。 

１点目は、国保加入者一人当たりの医療費

については、どうようになっているのか。 

２点目は、重複受診や頻回受診者の状況に

ついてはどうか。 

３点目は、後発医薬品の推進については、

どのようになっているのか。 

４点目は、特定健診・特定保健指導につい

ては、どのように進められているのか、市長

に伺います。 

大綱２点目は、子育て支援について伺いま

す。 

最初に申しますが、人にはそれぞれ、多様

な考え方・生き方があります。 

このたびは、平成27年度から平成31年度ま

でを計画期間とした「美唄市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」における基本目標の３、

「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をか

なえる」の中で、「結婚から子育てまでの切れ

目のない支援」を行うということが掲げられ

ており、その施策に対する質問となりますの

で、ご理解をいただきたいと思います。 

総合戦略における子育て支援での合計特殊

出生率は、平成26年度、基準値の1.19を、平

成31年度では1.35に引き上げることとし、こ

れまで、ピパの子保育園の開園をはじめ、不

妊治療費助成事業や病児保育事業など、子育

てに対する取り組みを展開してきております。 

私は、若い方が美唄に住みたい、そして子

どもを産み育てていきたい、そういったまち

づくりが高齢者を支え、そして、まちが元気

になっていくものと考えます。 

そこで、子育て支援について、以下の３点

について伺います。 

１点目は、「結婚の希望をかなえる支援」を

行うと策定されておりますが、婚活イベント

に対する支援など、その内容についてはどう

だったのか。 

２点目は、出生数についてですが、総合戦

略が策定される前と後では、どのような出生

数の状況となっているのか。 

３点目は、待機児童や潜在的待機児童、ま

た入所希望の問い合わせに対し、スムーズな

入所ができているのか、その状況について市

長に伺います。 

大綱３点目は、教育行政についてです。 
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まず１つ目ですが、平成31年度末をもって

閉園となる市立栄幼稚園では、発達障がいを

持つ園児の教育が充実し、モデル事業として

実践した事例が表彰をされたところです。 

特別支援の教育については、これらのノウ

ハウを持ちながら、共生社会の形成に向けて、

障がいのある子とない子どもが共に学ぶ、イ

ンクルーシブ教育の理念が、本市の教育行政

執行方針にも述べられています。 

そこでお聞きしますが、今後の幼稚園教育

における発達障がいを持つ子どもたちに対す

る園児の教育について、どのような受け入れ

体制等を考えているのか、教育長に伺います。 

次に２つ目ですが、幼稚園と保育園の幼保

一元化についての考え方です。 

幼稚園と保育所の一元化を図ろうと国が進

めている考え方で、道としては現在、北海道

幼児教育振興基本方針を進めようとしている

ところです。これは、少子化の進行、育児サ

ービスの多様化に伴って生じている幼稚園と

保育所の抱える問題点を解決しながら、縦割

り行政となっている子どもへの施策を一元化

し、質の高い教育と保育を併せ持った内容を

目指そうとするものと思います。 

そこでお聞きいたしますが、１点目に、他

の自治体における幼保一元化の取り組み状況

はどうなっているのか、本市は必要性をどの

ように考えているのか。 

２点目に、国・道の方針により、本市の今

後の考え方についてはどうなのか、教育長に

伺います。 

●議長小関勝教君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 川上議員の質問

にお答えいたします。 

初めに、保健行政について、医療費適正化

計画についてでありますが、本市の国保加入

者一人当たりの医療費につきましては、平成

27年度が42万4,052円、平成28年度が41万

1,621円、平成29年度が44万212円となってお

り、全道35市中、16番目となっているところ

であります。 

次に、重複受診、頻回受診者に対しまして、

訪問指導を行った実績といたしましては、平

成27年度が４人、平成28年度が６人、平成29

年度が１人となっており、数値目標につきま

しては、平成29年度策定の市のデータヘルス

計画により、指導人数は15人とされていると

ころであります。 

また、今後の取り組みにつきましては、レ

セプト分析による対象者の抽出を強化し、訪

問指導などを通じて、健康増進に関する意識

向上に努め、健康指導などの成果の向上を図

ってまいりたいと考えているところでありま

す。 

次に、後発医薬品の推進につきましては、

本市の後発医薬品使用割合につきまして、平

成27年度が68.4％、平成28年度が74.1％、平

成29年度が72.1％となっているところであり

ます。 

また、国の数値目標といたしましては、使

用割合は、平成32年９月までに80％以上を目

指すこととされており、後発医薬品の一層の

使用促進を図るため、昨年まで年２回発送し

ておりました差額通知書を、年３回にして発

送するほか、希望カードが入ったパンフレッ

トや保険証カバーの配布など、今後におきま

しても、取り組みを強化してまいりたいと考

えているところであります。 
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次に、特定健診につきましては、平成27年

度は受診率27.4％、平成28年度は受診率

30.2％、平成29年度の受診率は、前年度と同

程度を見込んでいるところであります。 

また、今後の取り組みにつきましては、市

のヘルシードックなどの集団健診、市内の医

療機関で、個別健診などで利用できる受診券

を送付し、対象者への通知を行うほか、未受

診者に対し、受診勧奨を兼ねた意向調査、デ

ータ分析により、個人に合ったパンフレット

の送付を実施し、受診勧奨の徹底を図ってま

いりたいと考えているところであります。 

次に、特定保健指導につきましては、特定

健診の受診者のうちから、指導対象者を抽出

し、保健師、管理栄養士により、保健指導を

行っており、平成27年度が54.0％、平成28年

度が24.6％、平成29年度の見込みでは59.1％

となっており、平成29年度より訪問による特

定健診勧奨重点地区を選定し、訪問指導など

を行っているところであります。 

次に、福祉行政について、子育て支援につ

いてでありますが、初めに、結婚の希望を叶

える支援につきましては、婚活イベントの実

施団体より開催状況を提供いただき、市のフ

ェイスブックにて、開催日時の記事及びイベ

ントのチラシを掲載し、周知を図っていると

ころであります。 

次に、出生数の状況につきましては、平成

24年度から平成26年度は370人、平成27年度か

ら平成29年度までは258人となっているとこ

ろであります。 

次に、保育所入所待ち児童の状況につきま

しては、市立保育所における保育所等利用待

機児童につきまして、平成29年度、平成30年

度とも発生しておりませんが、潜在的待機児

童につきましては、平成30年度に１人発生し

ているところであります。 

また、年度途中の入所に関します問い合わ

せにつきましては、入所希望の理由が育児休

業終了や就労希望によるもので、対象児童の

年齢が３歳未満についての希望が多い状況と

なっているところであります。 

また、お問い合わせをいただいた際には、

希望の保育所の入所状況をお知らせしており、

そのまま入所手続きに関する説明を行い、入

所につなげているほか、希望の保育所が定員

を満たしているため、入所できない場合につ

きましては、別の保育所の情報を提供し、入

所や待機について検討していただくことや、

その後の空き状況につきまして、迅速に情報

提供を行うなど、細やかな対応に努めている

ところであります。 

●議長小関勝教君 教育長。 

●教育長星野恒徳君（登壇） 川上議員のご

質問にお答えいたします。 

初めに、市内幼稚園の特別支援教育におけ

る受け入れ体制についてでございますが、栄

幼稚園では、幼稚園教諭と特別支援教育支援

員との役割分担の中で、一人ひとりのニーズ

に対応する支援に努めてきたところであり、

また、私立幼稚園におきましては、教員体制

の中で、対応可能な範囲で受け入れを行って

いるところでございます。 

特に、栄幼稚園につきましては、平成26年

度には、文部科学省の委託事業である発達障

がい等支援モデル事業の指定校として、通常

の学級において、学習面や行動面で、何らか

の困難を示す幼児に対し、その幼児が理解し
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やすいよう配慮した活動など、指導方法の改

善等を行う研究事業を実施してきたところで

ございます。 

その研究成果は、その後の研修会等を通じ

まして、市内の保育園や私立幼稚園の教育・

保育活動の中で広く活用されているところで

ございます。 

今後につきましては、特別支援にかかる対

象園児の個別の支援計画などを活用した教員

同士の交流や、保護者や子どもたちに不安を

与えないよう、栄幼稚園において培われた特

別支援の取り組み成果の実践を、市長部局と

連携を図りながら、保護者の方々が希望する

幼児施設に円滑な引継ぎを行ってまいりたい

と考えております。 

次に、幼保一元化についてでございますが、

平成27年４月、幼児期の学校教育や保育の質

の向上を進めていく子ども・子育て支援新制

度がスタートし、また、平成29年３月には、

幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携

型認定こども園教育・保育要領が改訂され、

特に３歳以上の子どもについての幼児教育の

共通化が図られるなど、すべての子どもが健

やかに成長するよう、質の高い幼児教育を提

供することが求められているところでござい

ます。 

これら動向を踏まえ、北海道及び北海道教

育委員会では、本年度中に策定予定の北海道

幼児教育振興基本方針において、幼児教育の

対象を０歳から小学校就学前までのすべての

乳幼児として定義し、幼児教育の推進にあた

っては、首長部局と教育委員会が相互に協

力・連携しながら、それぞれの役割を果たし

ていくことが重要としているところでござい

ます。 

他自治体の取り組み状況につきましては、

保育所、認定こども園につきましては、公立・

私立を問わず、多くの市町村で首長部局が所

管しておりますが、一部で教育委員会が担当

している市町村があるところでございます。 

また、幼稚園につきましては、公立・私立

とも教育委員会が所管している市町村が多い

一方、私立については、首長部局が所管して

いる市町村や、公立・私立とも首長部局で担

当している例も見られるほか、洞爺湖町や富

良野市のように、幼保一元化している担当部

署が設置されているなど、幼児教育施設の設

置状況及び市町村規模によって、多様な状況

になっているところでございます。 

次に、幼保一元化についての今後の考え方

についてでありますが、教育委員会といたし

ましては、平成27年の子ども・子育て支援新

制度がスタートしたことに伴い、全国的には、

公立・私立ともに教育委員会が担当する割合

が増えていることや、近隣の岩見沢市などが

教育委員会で所管していることなど、先進市

の取り組み事例を踏まえるとともに、この方

針に示す０歳児から就学前児童の能力開発、

身体育成、人格の形成、情操と道徳心の涵養

にとって、幼保一元化の取り組みは極めて重

要であると認識しているところであり、今後、

どのような組織または推進体制が望ましいの

か、他の市町村の事例を参考にしながら、市

長部局と協議してまいりたいと考えておりま

す。 

●議長小関勝教君 ４番、川上美樹議員。 

●４番川上美樹議員 自席にて再質問をさせ

ていただきます。 
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大綱１点目の保健行政について伺います。 

まず１つ目の医療費適正化計画について伺

います。 

一人当たりの医療費が、全道35市で中間地

点とはなっておりますが、重複受診、頻回受

診もあることや、後発医薬品についても目標

値に達していない現状です。 

本市もレセプト分析をしているとのことで

すが、広島県呉市の場合は、ＩＣＴとレセプ

トとの分析で医療費削減に成功した例があり、

厚労省白書にも掲載されるほどの先進例があ

りますが、本市の場合は、まず、関係する庁

内部署や団体の方々と、どのような方法をも

って医療費適正化計画の目標値に近づけるこ

とができるのか、その取り組みを具体的に考

えていく必要があると思いますが、市長とし

ては、どのようなお考えがあるのか伺います。 

次に、大綱２点目の子育て支援について伺

います。 

美唄市まちづくり市民アンケートの「本市

が子育てしやすいまちだと思う市民の割合」

では、総合戦略策定時が約28％で、平成29年

度が29％と微増傾向にありますが、平成31年

度の目標値では60％となっており、目標値に

届くには、子育てに関する施策について、こ

れまでの取り組みをしっかり検証し、市民満

足度を高めていく効果的な取り組みを関係各

課と連携して実施しなければならない時期で

あると考えます。 

出生数が減り続け、人口減の進行により、

今後、どのような影響が出てくるのか、多く

の市民が将来を危惧していると私は感じます。 

そこで質問ですが、まず、結婚の希望を叶

える支援として、総合戦略では、ＫＰＩとし

て、市内で開催される婚活パーティへの支援

が10回となっております。自治体が主催して

行う婚活支援も全国ではありますが、本市と

しては、まず、道や市内団体が主催して行っ

ている事業をもっと積極的に、かつ広く市民

に周知するべきと思います。 

また、婚活により市内の男性が市外の女性

と結婚された場合、またその逆の場合もです

が、なんらかの助成を市として行うなど、１

つの検討事項として考えても良いのではと思

いますが、このことについてはどのようなお

考えか。 

次に、出生数の状況ですが、平成27年の総

合戦略を策定した前と後を比較すると、出生

数が増えておらず、今後の事業のあり方につ

いて、どのようにお考えか。 

次に、入所待ち児童の状況についてですが、

市民からお寄せいただくご意見では、０歳児、

１歳児の入所が、スムーズに行われない場合

があるとお聞きします。このような場合に、

どのように対応するのか。スペースや保育士

の人員の工夫はできないものか。 

また、認可外託児所に預けたとき、場合に

よっては、その保育料の一部を助成するなど

の方法も、子育て支援の１つとして検討して

も良いのではないかと考えますが、このこと

についてはどのようにお考えか、市長に伺い

ます。 

●議長小関勝教君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 川上議員の質問にお答え

いたします。 

初めに、今後の医療費抑制に対する取り組

みについてでありますが、被保険者の高齢化

や医療の高度化などにより、今後も医療費の
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増加が見込まれますことから、データヘルス

計画に基づき、特定健康診査や特定保健指導

などの各種保健事業の実施により、特定健診

結果や電子レセプトなどの医療情報分析を行

い、国保加入者の特性や課題を把握し、ＰＤ

ＣＡサイクルに沿った評価・見直しを行うと

ともに、医師会等や保健福祉部との連携強化

を図り、堅実な活動を通じて、医療費の適正

化につなげてまいりたいと考えているところ

であります。 

次に、婚活イベントなどによる積極的な周

知及び結婚に対する助成についてであります

が、北海道におきましては、結婚サポートセ

ンター、北海道コンカツ情報コンシェルを設

置し、結婚を望む方や応援したい方への相談

支援やイベント情報提供などを行っておりま

す。 

また、本市におきましては、市内婚活イベ

ント情報の周知のほか、結婚サポートセンタ

ーが実施する婚活者向け各種講座のリーフレ

ットを市役所やコアビバイ内のふれあいサロ

ンなどに配置しており、今後におきましても、

より多くの方に必要とされている情報が行き

渡るよう、さまざまな手段を活用して、周知

に努めてまいりたいと考えているところであ

ります。 

また、結婚に関する助成につきましては、

他市町村の状況について、調査研究してまい

りたいと考えているところであります。 

次に、出生数増加への取り組みにつきまし

ては、妊娠・出産から子育てまでの不安をで

きる限り取り払い、負担を軽減することで、

このまちに住み、結婚をし、子どもを産み育

てて、教育を受けさせたいと思えるような環

境整備を進めてまいりたいと考えているとこ

ろであります。 

次に、希望の保育所に入所できない場合の

対応につきましては、市内の保育所の空き状

況の提供を行うほか、潜在的待機児童となら

れた場合には、入所状況など、迅速な情報提

供を行っているため、潜在的待機状況での保

育料助成は考えていないところであります。 

また、入所希望の定員数の対応につきまし

ては、保育施設の面積の規定上、０歳児の定

員増は困難な状況でありますが、認可外保育

所の保育料助成につきましては、国では幼児

教育・保育の無償化につきまして、2019年10

月から実施する方針を示していますことから、

今後の動向を注視してまいりたいと考えてい

るところであります。 

●議長小関勝教君 次に移ります。 

８番、吉岡文子議員。 

●８番吉岡文子議員（登壇） 2018年第３回

定例会にあたり、大綱３点について、市長及

び教育長に質問をいたします。 

大綱の１点目は、障がい者の雇用について

です。 

報道によれば、中央省庁においては、3,460

人もの障がい者の雇用を水増ししていたこと

が明らかになりました。 

近隣の岩見沢市においては、市長部局で、

2014年以降の５年間、市、教育委員会で、2014

年から17年度の４年間、不正算入が行われて

いたことを明らかにしました。 

そもそも憲法27条１項に、障がい者を含む

すべての国民に働く権利があり、働く意思と

能力を持つ人が働く機会を得られるよう、対

策を講じることを国に義務付けています。障
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がい者の場合、働く機会を得にくいのが現状

です。 

そこで、障がい者の働く権利を守り、働く

機会を広げる制度として、国は、法定雇用率

の仕組みを設けました。 

水増し問題は、国や地方自治体が、障がい

者の働く権利を侵してきた重大問題です。法

定雇用率を満たしていないのは、道内では人

口上位12市と北海道教育委員会、各市教育委

員会のうち、函館、帯広、北見、岩見沢市と

北海道教育委員会、札幌市教育委員会の６機

関となっているということです。 

質問では、本市の現状について、障がい者

の雇用の状況についてはどのようになってい

るのか、市長にお伺いします。 

市役所、教育委員会においての障がい者雇

用率と、障がいの種類についてお伺いいたし

ます。 

大綱の２点目は、道路整備についての質問

です。 

その１つは、街路樹についてです。 

都市景観や二酸化炭素の吸収など、大事な

役割を果たしている街路樹ですが、美唄市で

管理する街路樹の本数と種類、樹種の選定に

おける方針について、どのようになっている

のかについてお伺いをいたします。 

２つ目には、市道の整備について質問いた

します。 

市内を走ると、その整備について身をもっ

て痛感させられます。ちょっと幹線道路から

外れると、整備不良の路面がかなり多くなっ

ています。 

まず１点目について、市道の舗装率につい

て質問いたします。本市の市道舗装率につい

て、数値をお示しいただくとともに、空知、

全道、全国の数値をお伺いいたします。 

市道の整備の２つには、春先に使用した土

のうの取り扱いについてお伺いをいたします。

土のうの袋は自然界にとっては異物、環境に

優しくない成分です。今、全世界的にストロ

ーなどのプラスチックごみが、海洋汚染につ

ながると指摘されていることで、大手企業な

ども、プラスチックごみ削減に取り組まざる

を得ない状況になっています。土のうは、あ

くまで当座の処置であり、改良の後は、速や

かに撤去すべきだと考えます。市民の方から

も、環境美化の点からよろしくないとの声も

寄せられています。改めて、土のうの取り扱

いについてお伺いをいたします。 

市道の整備の３点目には、町内会等からの

要望についてです。過去の要望と、それらに

ついての整備状況について、どのようになっ

ているのか、お伺いをいたします。 

大綱の３点目は、教育行政について、教育

長に質問をいたします。 

その１つは、道徳教科書展示での市民の反

応についてです。 

展示期間や市民からの意見の件数と、その

内容についてはどのようなものだったのかに

ついてお伺いいたします。 

また、今後の教科書選定に向けたスケジュ

ールと市民への結果公表については、どのよ

うになっているのかについてお伺いします。 

教育行政の２点目は、性的マイノリティー

への理解について質問をいたします。 

報道によれば、８月上旬に、札幌市で全国

性教育研究大会・北海道性教育研究大会が開

催され、道内外の養護教諭や保健師、自治体



 - 69 - 

関係者ら約300人が参加したとあります。 

ＬＧＢＴなど、性的少数者への理解を深め

るシンポジウムも開催され、札幌医科大学の

遠藤俊明医師が、「ＬＧＢＴへの社会の理解は

まだ足りず、教育現場から理解を深め、子ど

もたちの理解につなげる必要がある」と指摘

しました。 

そのような中、政権を担う政党の一員から

とんでもない発言が飛び出しました。性的少

数者は子どもをつくらないから生産性がない

ので、支援する必要がないという内容です。

この発言には、性的少数者団体から抗議が寄

せられています。 

私は以前から、この問題について教育委員

会の取り組みを質問しています。まず何より

も正しい理解が必要であり、教育委員会とし

て、教育現場においての理解をどのように取

り組んでいるのかについて質問いたします。

教職員、児童生徒、保護者、それぞれの立場

での理解についてお伺いをいたします。 

●議長小関勝教君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 吉岡議員の質問

にお答えいたします。 

初めに、障がい者の雇用について、平成30

年６月１日現在における障がい者雇用率と障

害の種類についてでありますが、市長部局に

つきましては、法定雇用率2.5％に対して

2.96％で、障害の種類としましては、聴覚機

能障害、肢体不自由、内部障害となっており、

教育委員会につきましては、法定雇用率2.4％

に対して4.35％で、障害の種類としましては、

言語機能障害、内部障害となっているところ

であります。 

次に、道路整備について、街路樹について

でありますが、街路樹の種類と本数につきま

しては、平成29年度末、菜の花通、翠明通、

あかしあ通など、14路線の街路に、エンジュ

423本、プラタナス277本、トチノキ193本、プ

ンゲンストウヒ145本、エゾヤマザクラ144本、

アカシヤ126本、イチョウ85本、ナナカマド78

本、イチイ58本、ポプラ１本の合計1,530本と

なっているところであります。 

また、街路樹の選定における方針につきま

しては、街路樹は、道路景観、交通の安全性、

快適性の向上、大気の浄化、騒音の軽減など、

良好な環境の確保を図るため植栽されている

ものでありますが、選定にあたりましては、

都市整備事業実務要領に掲載されております

北海道に適応する樹木一覧表を参考に、耐寒

性があり、樹形や樹高、根の活着の良さなど、

管理しやすい樹木や地域条件に合わせ、花が

咲くなど、景観の向上を考慮し、地域の方々

と協議をしながら、選定しているところであ

ります。 

次に、市道の整備についてでありますが、

市道の舗装率につきましては、本市の平成29

年度末の舗装率は53.8％、空知、北海道、全

国での市町村の平均は、平成28年度末となり

ますが、空知では60.5％、北海道では57.4％、

全国では79.1％となっているところでありま

す。 

次に、春先に使用した土のうの取り扱いに

つきましては、暖かくなり、凍上が収まりま

したら、土のうの撤去を実施しているところ

でありますが、土のう袋は弱いため、設置後、

破れてしまい、砂が道路上にこぼれた状態と

なり、袋はビニールごみのようになってしま

うため、環境的には好ましい状況とは言えま
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せんので、道路状況の確認を行いながら、順

次、撤去作業を実施しているところでありま

す。 

次に、過去３年間の舗装整備に関する町内

会からの要望につきましては、平成27年度は、

２町内会から２路線の延長約440メートルの

要望があり、平成28年度より２カ年で整備を

実施したところであります。 

また、平成28年度は、３町内会から４路線

の延長約810メートル、平成29年度は、２町内

会から３路線の延長約400メートルの要望を

いただいているところでありますが、現在ま

で整備は実施しておりませんが、今後は、道

路の損傷状況や幅員、整備延長による事業費

を鑑みながら、整備を実施してまいりたいと

考えているところであります。 

●議長小関勝教君 教育長。 

●教育長星野恒徳君（登壇） 吉岡議員のご

質問にお答えいたします。 

初めに、教科用図書に対する市民への意見

等についてでありますが、教科書の展示につ

きましては、６月15日から６月29日まで、市

役所及び図書館において実施し、市民から寄

せられたご意見は11件ありましたが、意見の

公正性や客観性を担保する観点から、これま

で同様、意見の公表は行わなかったところで

あります。 

なお、これらのご意見につきましては、教

科書採択の参考とするため、北海道第５採択

地区教科用図書採択教育委員協議会へ提出し

たところでございます。 

次に、中学用道徳教科書の採択に係るスケ

ジュールについてでございますが、教科書採

択にあたっては、単独で採択を行っている岩

見沢市を除く空知管内の教育長で構成する北

海道第５採択地区教科用図書採択教育委員会

協議会における全会一致の決定、さらに、そ

の後に開催されるすべての市町の教育委員会

議での全会一致の決定が必要とされておりま

す。 

このことから、北海道第５採択地区教科用

図書採択教育委員会協議会については、７月

26日に開催し、全会一致で、平成31年度から

使用する中学校用の道徳教科書を決定し、そ

の後、本市におきましては、８月20日に開催

しました教育委員会議で、使用する道徳教科

書を決定したところでございます。 

なお、各市町の教育委員会においても、本

市と同様の決定をしたところでございます。 

次に、採択に係る資料の縦覧及び閲覧につ

いてでございますが、９月３日から10月31日

まで、第５採択地区教科用図書採択教育委員

会協議会の構成する本市を含む23市町教育委

員会において実施されておりますが、本市に

おきましては、この縦覧につきましては、広

報紙の締め切りの関係上、10月号の広報メロ

ディーでご案内することとしております。 

次に、性的マイノリティー（ＬＧＢＴ）に

関する教育現場の理解についてでございます

が、文部科学省では、教職員向けに、平成28

年４月30日、「性同一性障害に係る児童生徒に

対するきめ細かな対応の実施等について」の

通知文を発出し、各学校では、この通知に示

されている具体的例として、服装については、

自認する性別の制服や衣服、体操着を認める

こと、髪形については、戸籍上、男性の場合、

標準より長い髪形を一定の範囲で認めること、

更衣室については、保健室や多目的トイレの
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利用を認めること、トイレについては、職員

トイレや多目的トイレの利用を認めること、

呼称については、校内文書を児童生徒が希望

する呼称で記することや自認する性別として

名簿上扱うこと等について、性同一性障害へ

の理解を深めているところでございます。 

また、性的マイノリティー（ＬＧＢＴ）を

排除する新聞報道や国政レベルでの差別する

ような発言が問題となっていること、さらに

は、ＬＧＢＴに関する民間調査の結果から推

計し、本市の児童生徒にも、潜在的に性的マ

イノリティー（ＬＧＢＴ）がいることを想定

し、改めて、教職員間で、ＬＧＢＴに対する

認識の共有を図るとともに、男女混合名簿の

作成等、性的マイノリティー（ＬＧＢＴ）に

配慮した対応が必要であることを８月20日付

で、教育長コメントとして、市内小中学校に

指示したところでございます。 

また、児童生徒や保護者に対する性的マイ

ノリティー（ＬＧＢＴ）への理解につきまし

ては、文部科学省では、性的差別に悩む児童

生徒への対応についての教職員向けの理解を

求める通知を発出しておりますが、児童生徒

向けに性的マイノリティーへの理解の授業や、

保護者向けのパンフレットなどの通知は、発

出されていないところでございます。 

しかしながら、性の問題で悩みを抱える児

童生徒は潜在的にいると思われますことから、

教育委員会といたしましては、文部科学省の

通知内容について、児童生徒や保護者にも理

解してもらえるよう、コンパクトにまとめ、

さまざまな機会を通じ、啓発していくよう努

めてまいります。 

●議長小関勝教君 ８番、吉岡文子議員。 

●８番吉岡文子議員 自席から何点かについ

て、質問させていただきます。 

まず初めに、障がい者の雇用についてです

けれども、美唄市が発行しております美唄市

障がい者プラン第５期計画の中に、第２章、

障がいのある人の状況では、市内人口に占め

る障がい者の割合が示されています。 

総人口が減少する中、精神障がい者は増加

していますが、身体障がい者、知的障がい者

の減少により、障がい者全体としては、減少

傾向にありますが、総人口のさらなる減少に

伴い、総人口に占める障がい者の割合は、上

昇しているとあります。 

市内には、特別支援学校や社会福祉法人で、

特段に障がい者の雇用に取り組んでいる企業

も見られます。数字では、市長部局で2.5％の

法定雇用率に対して2.96％、教育委員会では、

2.4％の法定雇用率に対して4.35％と達成は

していますが、この数字で甘んじているのか、

さらなる雇用の増加を図るのかが、今後問わ

れることになると私は考えています。 

また、ご答弁の中では、知的障がい者、精

神障がい者の雇用については、数字はありま

せんでしたが、さらなる働く機会を広げる考

えをお持ちなのかについて、市長にお伺いを

いたします。 

続いて、道路整備について、街路樹につい

てですが、14路線に10種類、1,530本もの管理

をしていることを改めて再認識いたしました。

これからも、積雪・豪雪地帯に適した街路樹

の管理をお願いしたいと考えます。 

市道の舗装率について、数値を伺ったわけ

ですけれども、私は、あらゆる機会を通じて、

この市道の舗装率について伺ってきたわけで
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すが、ほとんど同じような数字で、極めて低

い状況のままだということを改めて思い知ら

されました。空知の60.5％、全道の57.4％、

全国の79.1％と比較してとても低い状況です

けれども、改めて、この市道舗装率について

の市長の考えをお伺いいたします。 

また、市道の整備の町内会からの要望につ

いてですけれども、市民の方から、救急車両

がかなりの低速で、というのは、道路の陥没

箇所をよけながら走行しているのではないか

という目撃談や、高齢者のデイサービス車両

の運転も、かなり気を遣っているとの話も聞

いています。町内会からの要望を伺いつつも、

道路をいつも使っている郵便配達や宅配業者、

福祉車両、タクシー業者など、道路使用頻度

の高い方々からの要望を聞くことも大事では

ないでしょうか。この点について、市長のお

考えをお伺います。 

教育行政の性的マイノリティーへの理解に

ついて、教職員に対しては、ある程度パンフ

レットはあるけれども、今のところ、保護者

や児童生徒へのものはない、これから、市教

委独自でつくっていくようなお話でしたけれ

ども、やはり私は、何よりも正しい理解が求

められていると痛感します。 

この問題については、まだ本当に理解が始

まったばかりで、性的マイノリティーに対す

る批判の発言の後、著名な外国人の日本語の

教授ですけれども、その方の自分の性的なこ

とに関するカミングアウト、また、よくテレ

ビで話題になります女性の経済評論家の方で

すけれども、その方も、自分の性的なことに

対するカミングアウトなどが続いております。 

やはり、教育長が言われたように、潜在的

に性的マイノリティーの数というのは、多い

のではないかと私も改めて思っています。 

そこで、空知管内には、滝川市の日本共産

党の市議の方が、実名で自分の性的マイノリ

ティーを公表しておられます。今この方は、

議会業務のほか、各地の講演会に呼ばれてい

るということですが、ぜひ、こういった方の

話を伺うことが、何よりも理解を深める助け

になるのではないかと考えます。改めて教育

長のお考えをお伺いします。 

●議長小関勝教君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 吉岡議員の質問にお答え

いたします。 

今後の障がい者の雇用の考え方についてで

ありますが、平成33年４月までに、法定雇用

率が0.1％引き上げられること、また、今後、

障がいを持つ職員に定年を迎える者がいるこ

とから、全体の職員数と障がい者の配置に十

分配慮しつつ、計画的な障がい者の雇用に努

めてまいりたいと考えているところでありま

す。 

次に、精神及び知的障がい者の雇用の考え

方についてでありますが、障がい者雇用の促

進と職業の安定を図るという観点からも、雇

用の場を提供していくことは大切であると認

識しておりますが、雇用にあたりましては、

配置する所属や業務内容、さらには、サポー

ト体制など、今後、他市の状況も含め、十分

な調査研究が必要であると考えているところ

であります。 

次に、市道の舗装率についてでありますが、

全国平均と比べますと25.3％低く、その要因

は、凍上の影響を受けないなど、地域的なも

のと考えておりますが、北海道や空知の平均
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と比べましても低いことから、市民の皆様方

には、ご不便をおかけしているものと感じて

いるところであります。 

なお、整備にあたりましては、最近の道路

の路面状況から、舗装道路の再改修に重点を

置き、道路整備をしておりますことから、舗

装率は増加していない状況となっているとこ

ろであります。 

次に、実情に合った道路整備につきまして

は、道路を利用する方も多岐にわたりますこ

とから、これまでの町内会などからの要望も

含め、今後は、福祉や市民バス等の関係部署

と連携を図りながら、安心して利用できます

よう道路整備に努めてまいりたいと考えてい

るところであります。 

●議長小関勝教君 教育長。 

●教育長星野恒徳君 性的マイノリティー

（ＬＧＢＴ）の関係でございますが、これに

つきましては、デリケートな部分もあります

し、当然、配慮すべき問題も多々ありますこ

とから、私を含めまして、教職員、さまざま

な研修等を通じまして、理解を深めてまいり

たいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。 

●議長小関勝教君 ８番、吉岡文子議員。 

●８番吉岡文子議員 障がい者の雇用につい

てですけれども、確かに、今ほどのご答弁の

ように、知的障がい者や精神障がい者の雇用

については、難しい点もあるかと思いますけ

れども、ぜひ今後、お考えを進めていただき

たいと考えております。 

また、一定の障がい者を雇用していない企

業に負担を求める障害者雇用納付金制度に基

づき、2017年度に企業が国に支払った納付金

は、293億円になると言われています。制度を

所管する機構によると、障がい者雇用の基準

を満たさなかった企業から納付された293億

円のうち、227億円が基準を上回った企業に調

整金などとして支給されたそうです。民間企

業は、障がい者雇用の基準を満たさないと罰

金の形で納付金が求められている一方で、国

の機関や地方自治体には罰金はありません。

当然、法律が守られていると善意に考えても、

今回の水増しは憲法27条１項に違反している

ことに違いありません。 

法定雇用率をしっかり守っている自治体の

首長として、髙橋市長は、今回の中央省庁や

地方自治体の水増しをどのように考えておら

れるのか、率直な感想をお伺いいたします。 

次に、道路整備、市道の整備についてです

けれども、舗装率を上げることだけを求めて

いるのではありませんけれども、それにしま

しても、全国と比較しての25.3％の差、専門

家ではありませんけれども、冬期間の厳しい

道路状況に起因することは理解できます。私

自身、北海道の出身ではありません。本州出

身ですので、あちらの道路の舗装については、

本当にこんなに狭い道でもと、軽トラックが

１台通れるような道でさえも舗装されている

ような状況も見受けられます。 

髙橋市長におかれましては、あらゆる機会

を通じて、舗装率の向上のために市長会など

で声を上げていただきたいと願っております。

特に、この空知では、国のエネルギー革命に

よって、産炭地が厳しい状況になっているこ

と、公立病院や人口減少など、本当に国から

ひどい仕打ちを受けているということを感じ

ておりますので、改めて、空知、それから北
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海道、この舗装率と全国の差について声を上

げていただきたいと考えておりますけれども、

この点についてはいかがでしょうか。 

●議長小関勝教君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 初めに、障がい者雇用に

ついてでありますけれども、この度、中央省

庁や道内各自治体におきまして、障がい者雇

用率の算入対象にならない職員を集計してい

た問題で、さまざまな報道があったわけでご

ざいますけれども、障がい者雇用に率先して

取り組むべき行政機関として、これはあって

はならないことであると考えているところで

あります。 

本市におきましては、法定雇用率を満たし

ている状況ではありますが、雇用率のみに左

右されることなく、障がい者の雇用の促進と

職業の安定を図るという観点からも、可能な

限り雇用の場の提供に努めてまいりたいと考

えているところであります。 

次に、市道の舗装率についてでありますが、

本市の舗装率は、議員ご指摘のとおり、決し

て高くはない状況であります。 

他市の自治体の規模や道路の総延長などに

より、一概に比較はできないものと考えてお

りますが、舗装率の向上は、快適な市民生活

へとつながることから、今後、空知管内の市

町との意見交換の場を通じて、必要な対応を

図ってまいりたいと考えているところであり

ます。 

●議長小関勝教君 次に移ります。 

７番、本郷幸治議員。 

●７番本郷幸治議員（登壇） 平成30年第３

回市議会定例会にあたり、大綱２点について、

市長並びに教育長にお伺いします。 

質問に入る前に、この度の台風21号と北海

道胆振東部地震で、被災された多くの方々に、

謹んで心よりお悔やみとお見舞いを申し上げ

ます。 

大綱の１点目は、高齢福祉行政について、

本市の高齢化率は、現在すでに40％を超えて、

今後、ますます増加することが予想されます。

今年度からスタートしました第７期高齢者保

健福祉計画の基本目標を「高齢者が住み慣れ

た地域でいつまでも健康で自分らしく、生き

生きと生活できるまち」としており、現実に

は、健康づくりや介護予防など、さまざまな

課題が多くあります。 

初めに、過去３カ年の前期と後期高齢者の

人口、また、要支援・要介護認定者数の推移、

そして、介護予防を目的とした貯筋体操に参

加している延べ人数の実態についてお伺いし

ます。 

次に、フレイル予防について何点かお伺い

します。 

フレイルとは、加齢とともに筋力や認知機

能が低下し、生活機能障害、要介護状態、死

亡などの危険性が高くなった状態のことで、

適切な介入支援により生活機能の維持・向上

が可能になります。 

厚生労働省は、フレイル予防のモデル事業

を2016年、17年に実施し、本年度から、本格

的に取り組むことになりました。 

本年第１回定例会で、私がフレイル調査に

ついて質問させていただきました内容につい

て、確認をさせていただきます。 

１つ目として、前回の調査の結果について、

どのようになったのか。 

２つ目として、個人情報が漏れることがな
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いように研究機関等との協定書を交わすべき

とのお話をさせていただきましたが、その後、

どのように対応されたのか。 

３つ目として、回収したアンケートの結果

と効果、今後の事業展開についてお伺いしま

す。 

大綱の２点目は、学校での心肺蘇生教育の

普及推進及び突然死ゼロを目指した危機管理

体制の整備について、突然の心停止から救い

うる命を救うためには、心肺蘇生、ＡＥＤの

知識と技能を体系的に普及する必要があり、

学校での心肺蘇生教育は、その柱となるもの

であります。 

我が国では、平成16年に市民によるＡＥＤ

の使用が認められて以降、急速にその設置が

進み、ＡＥＤの使用によって救命される事例

も数多く報告されております。 

しかしながら、いまだなお、毎年７万人に

及ぶ方が心臓突然死で亡くなっているととも

に、学校でも、毎年100名近くの児童生徒の心

停止が発生しております。 

そのような状況の中、すでに学校における

心肺蘇生教育の重要性についての認識は広が

りつつあり、平成29年３月に公布された中学

校新学習指導要領、保健体育科の保健分野で

は、応急手当てを適切に行うことによって、

障がいの悪化を防止することができること、

また、心肺蘇生法などを行うことと表記され

ております。 

しかしながら、全国における教育現場での

現状を見ると、全道児童生徒を対象に、ＡＥ

Ｄの使用を含む心肺蘇生教育を行っている学

校は、平成27年度実績で、小学校4.1％、中学

校で28％、高等学校でも27.1％と非常に低い

状況にあります。 

そこで伺いますが、本市においても、児童

生徒、教職員に対する心肺蘇生とＡＥＤに関

する教育を普及推進するとともに、学校での

危機管理体制を拡充し、児童生徒の命を守る

ための安全な学校環境を構築することは、喫

緊の課題と考えますが、教育長のご所見をお

伺いします。 

本市の小中学校における児童生徒への心肺

蘇生教育の現状と今後の方向性について、ま

た、学校におけるＡＥＤの設置状況について、

さらには、教職員のＡＥＤ講習の実施状況な

ど、具体的な取り組みについてお聞きします。 

●議長小関勝教君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 本郷議員の質問

にお答えいたします。 

初めに、高齢福祉行政について、フレイル

予防についてでありますが、過去３年間の高

齢者の人口などにつきましては、65歳から74

歳までの前期高齢者人口は、平成27年度が

4,160人、28年度が4,146人、29年度も4,146

人となっており、75歳以上の後期高齢者は、

平成27年度が4,849人、28年度が4,900人、平

成29年度が4,917人となっているところでご

ざいます。 

次に、前期高齢者の要支援・要介護認定者

数は、平成27年度が154人、28年度が156人、

29年度が168人、後期高齢者は、平成27年度が

1,500人、28年度が1,505人、29年度が1,566

人であります。 

次に、貯筋体操に参加しております延べ人

数は、平成27年度が１万7,717人、28年度が１

万6,721人、29年度が１万7,474人であります。 

次に、フレイル予防の調査についてであり
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ますが、本年３月に、本市の介護予防効果を

検証するために、東北文化学園大学と札幌医

科大学を共同研究者として行いましたアンケ

ート形式の高齢者健康調査の経過につきまし

ては、３月12日に75歳以上で要支援・要介護

認定を受けていない3,371人に調査票を送付

したうち、1,174人の回答があり、回答率は

34.8％であったところであります。 

現在、回収データと回答者の平成29年度分

の医療費データを匿名化して、それぞれの大

学に渡し、分析を行っているところでありま

す。 

次に、データなどの管理につきましては、

個人情報とデータが適正に管理されますよう、

共同研究者と本市において協定書を交わすと

ともに、データ収集と入力の処理のため、株

式会社美唄未来開発センターと契約書を交わ

したところであります。 

次に、調査結果と効果検証及び今後の事業

展開につきましては、調査結果を現在分析し

ているところであり、本市の貯筋体操などの

介護予防が、フレイルを予防することの効果

について、平成29年度から５年間の医療費と

介護給付費を分析することにより、検証でき

るものと考えているところであります。 

なお、今後の事業展開につきましては、分

析の結果、貯筋体操がフレイル予防に効果的

ということが明らかになれば、その結果を市

民にお知らせし、さらに多くの方に貯筋体操

に取り組んでいただくための工夫をしてまい

りたいと考えているところであります。 

また、フレイルにつきましては、身体的な

要素だけではなく、閉じこもりなどの社会的

な関わりや認知機能などの精神的な健康状態

が影響すると言われており、今回の調査にお

きまして、長期間の経過を見ることにより、

チェック項目とフレイルや要介護の状態との

関係性が明らかになることから、その結果を

生かし、対象者を明確にしながら、介護予防

を展開していくことを考えているところであ

ります。 

●議長小関勝教君 教育長。 

●教育長星野恒徳君（登壇） 本郷議員のご

質問にお答えいたします。 

児童生徒の命を守るための学校環境につい

てでありますが、近年、災害や交通事故、不

審者侵入など、児童生徒が不慮の事故や事件

に巻き込まれる事案が全国的に多発している

ことを踏まえますと、これら事故や事件を未

然に防止するためには、学校の危機管理体制

の確立はもちろんのこと、地域社会や家庭と

の連携が重要であると考えております。 

特に、学校の管理下で発生した重大事故に

おきましては、心肺蘇生及びＡＥＤ装着が行

われていなかったことにより、児童生徒が死

亡するといった事案が発生している状況を踏

まえますと、心肺蘇生とＡＥＤ等、応急手当

にかかる実習の実施に関しましては、市内の

すべての学校において、計画的に実施しなけ

ればならないものと考えております。 

次に、児童生徒への心肺蘇生教育について

でございますが、消防署職員によるＡＥＤ講

習会につきましては、２校の中学校において

実施しており、その際、応急手当等の講習も

行っているところでございます。 

他の中学校におきましても、保健体育の保

健分野におきまして、交通事故や自然災害か

ら身を守る中で、応急手当の基本、心肺蘇生
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法及びＡＥＤの使い方を教科書で学習してい

るところでございます。 

また、小学校におきましては、５年生の保

健学習の中で、心肺蘇生とＡＥＤという項目

があり、その授業で扱っているところでござ

いますが、ＡＥＤ講習までに至っておりませ

んので、今後、発達段階に応じて、心肺蘇生

やＡＥＤについての重要性や意義について学

ぶ機会を増やしていくよう、各学校に指導し

てまいりたいと考えております。 

次に、市内小中学校へのＡＥＤの導入につ

いてでございますが、平成20年７月に、市内

の企業から、会社創立の記念事業の一環とし

て、市内すべての小中学校に１台ずつＡＥＤ

を寄贈していただき、その後、耐用年数が経

過した機器を更新し、現在も各学校１台ずつ

設置しているところでございます。 

次に、ＡＥＤにかかる教職員への救命研修

についてでございますが、平成20年度から夏

季休業中の教職員研修と位置付け、消防本部

の協力を得て実施しており、また、平成25年

度からは、放課後児童施設の指導員にも受講

を呼びかけ、本年度までに、延べ26日間、207

名の幼稚園、小中学校の教職員、放課後児童

施設の指導員や教育委員会職員が受講してい

るところでございます。 

今後につきましては、さらに受講を促して

まいりたいと考えておりますが、特に教職員

につきましては、研修等に積極的に参加する

よう、さらに指導してまいりたいと思ってお

ります。 

また、児童生徒につきましては、パンフレ

ット等で周知をしてまいりたいと考えてござ

います。 

●議長小関勝教君 ７番、本郷幸治議員。 

●７番本郷幸治議員 それでは、自席から再

質問をさせいただきます。 

大綱１点目の高齢福祉行政について、再質

問をします。本市の高齢者人口で、ただ今ご

答弁にありました実態なんですけれども、前

期高齢者より後期高齢者人口が上回っており

ます。 

また、要支援・要介護認定者数の後期高齢

者が圧倒的に多い現状を考えるならば、今後、

ますますフレイル予防の重要性が増してくる

と思います。 

厚生労働省のフレイル予防の具体的な取り

組みとして、低栄養、過体重に対する栄養相

談・指導、また、摂取等の口腔機能低下に関

する相談・指導、また、筋量低下等による心

身機能の低下の予防が上げられております。 

本市ですでに実施しております貯筋体操は、

筋量低下要望につながると思いますが、残り

２つの具体的な対策についての現状と、今後

どのような計画があるのか、お伺いします。 

●議長小関勝教君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 本郷議員の質問にお答え

いたします。 

初めに、フレイル予防の取り組みについて

でありますが、本市では、運動機能や栄養状

態、口腔機能などの25項目の質問からなる基

本チェックリストを65歳以上の方に配布し、

判定の結果、運動機能の低下の兆候や低栄養

状態、口腔機能の衰えが見られた方には、介

護予防教室へ参加いただくほか、地域包括支

援センターや保健センターの職員が、個別訪

問を行っているところであります。 

また、教室では、貯筋体操や口の筋肉を鍛
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える体操、認知症予防など、さまざまな内容

に取り組んでいるほか、現在、30ある貯筋体

操の自主グループのうち、16のグループが、

口の筋肉を鍛える体操に取り組んでいるとこ

ろであります。 

今後につきましては、教室の参加者の増加

や口の体操に取り組む自主グループの増加が

図られるよう取り組んでまいりたいと考えて

いるところでございます。 

●議長小関勝教君 次に移ります。 

９番、山崎一広議員。 

●９番山崎一広議員（登壇） 第３回市議会

定例会の質問に入ります前に、６月28日から

７月８日にかけまして、西日本を中心に降り

だした集中豪雨、河川や道路の倒壊、この時

には、北海道内においても田畑や河川の被害

が発生しました。特に西日本では、200名を超

える犠牲者が出ております。 

そして、今月の５日早朝における台風21号

の影響により、ハウスや屋根の倒壊が、さら

に翌６日未明、胆振の厚真町を震源とする震

度７の胆振東部地震と、今日現在で、41名に

も上る多くの犠牲者を出しております。 

これら自然の恐ろしさを実感、天変地異と

もいえる災害、亡くなられた方々には、心よ

りご冥福を、家屋の倒壊や田畑の損害など、

被害に遭われた方には、心からのお見舞いを

申し上げますとともに、１日も早い復興を、

そして、国の力強い支援を強く望むものであ

ります。 

それでは質問に入ります。 

大綱４点につきまして、市長並びに教育長

にお聞きします。 

大綱の１点目は、財政問題についてであり

ます。 

普通交付税についてでありますが、行政サ

ービスに極端な差が出ないよう、財政力が乏

しい地方自治体に対し、国が毎年配分するも

のであります。平成の大合併では、優遇措置

があり、合併から10年は旧市町村が存在する

ものとして位置付けられておりますが、この

割合は、発足当初に約20％でありましたが、

その後、漸次、引き上げられ、66年度以降は

32％となり、さらに、地方交付税には、中核

をなす普通交付税とそれを補完する特別交付

税の２種類があります。現在では、原則とし

て総額の94％が普通交付税として、残り６％

が特別交付税として交付されていると言われ

ております。 

本市の財源構成は、市税などの自主財源が

少なく、地方交付税などの依存財源が多くを

占めており、国の制度などの影響を非常に受

けやすく、脆弱な財政基盤になっており、人

口減少や少子高齢化の進行、地域経済の長引

く低迷が続いており、このような中、市税が

思うように伸びない状況で、地方交付税の減

少など、市の歳入、いわゆる財源確保の減少

が見込まれる一方、道路や橋りょうを含む公

共施設などの老朽化対策が急務となり、少子

高齢化を背景とした医療や福祉関連費用など

が増えてくることが予想されます。 

このような中、昨年、ガイドライン（中期

財政運営基本方針）を策定し、毎年度、決算

時に運営方針を見直すと言われました。 

そこでお聞きします。ガイドラインの財政

収支の試算では、30年度以降、年々収支不足

が予想され、収支均衡を図るため、財政調整

基金から、繰り入れと繰り出しが見込まれる
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と想定されており、今年度の普通交付税額が

決定されましたが、１つに、交付税と増減率、

本市に及ぼす影響について、２つに、今後に

おける交付税の見通しについてお聞きします。 

大綱の２つ目は、トマーレびばいの現状に

ついてであります。 

2017年、平成29年にオープンしました美唄

市の多目的宿泊施設トマーレびばいは、スポ

ーツ・文化系合宿やサイクルツーリズム、ち

ょっと暮らしを受けるコンドミニアム形式の

宿泊施設で、市内の中心部に立地し、交通ア

クセスもよく、冷暖房も完備し快適に宿泊で

き、料金も安価な設定としております。 

また、今年ゆ～りん館におきまして、サイ

クリング宿泊施設がオープン、さらに一昨年、

市内のホテルでもビジネスをイメージとした

宿泊施設が改装されており、今後も、民間の

ビジネスホテルが駅前にオープン予定とお聞

きしております。 

このような中、観光や交流人口の増加を見

込み、市内には、各種合宿に対応したスポー

ツ施設などはもちろん、宿泊施設のゆ～りん

館や安田侃彫刻美術館アルテピアッツァ美唄、

ラムサール条約登録湿地の宮島沼、桜の名所

の東明公園、そして、何といっても美唄やき

とり、とりめしなど、皆さんにご満足いただ

ける食と観光が充実しており、多目的宿泊施

設トマーレびばいの活用を通して、市のさま

ざまな施策の推進につなげており、良さをよ

りアップし、目玉として売り出し、地域おこ

し協力隊との連携により、ＰＲに努めている

ことと思います。 

そこでお聞きします。 

今日までのトマーレびばいの実績で、平成

29年度と本年度の８月末現在における延べ団

体数と延べ人数、稼働率、地域別利用者件数

と、利用種別についてお聞きします。 

２つに、現状の課題はないのか、ある場合、

今後の対応策について、どのように進めてい

くのかお聞きいたします。 

大綱の３点目は、あるべき地域医療の姿と

市立病院についてであります。 

市長は、第１回定例会最終日、３月22日の

市政報告で、その３日前に開催されました地

域医療体制等調査特別委員会で、14名の委員

全員が賛成したにも関わらず、苦渋の決断で、

実施設計を延期され、市民の方々のご意見を

十分にお聞きし、できる限り早い時期にとり

進めたいと言われ、立ち止まりました。 

これまで多くの諸先輩方、歴代の院長や局

長の汗と努力で経営と運営にあたられてきま

したが、さまざまな要因で経営が思わしくな

くなり、不良債務が総額で約23億5,000万円に

もなり、経営健全化計画を策定、一般会計か

ら支援を受けながら、経営健全化にあたって

きました。 

この間、平成21年１月には、病院改革プラ

ンを策定、平成25年３月には、地域医療提供

体制ビジョン、平成26年３月に地域医療再構

築プランを、そして平成27年度末で資金不足

を解消したことにより、人口減少など、変化

する医療環境に対応し、将来にわたって地域

医療の安定的かつ継続的な提供を図るために、

再び不良債務を発生することなく、健全な経

営状況を維持し続けることが必要不可欠であ

るため、平成27年３月31日に、総務省から新

たに示されました新公立病院改革ガイドプラ

ンの趣旨を踏まえ、平成29年３月に、市立美
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唄病院改革プランを策定されております。こ

れから美唄の地域医療をどうしていくのか、

その姿、目指す方向、具体的な取り組みにつ

いて、立ち止まってから半年を経過したわけ

でありますが、私が申し上げるまでもなく、

労災との統合がなくなり、以降は、医師の不

足に対する充足についての考えや期待感を与

えてきましたが、しかし、現実、このような

医療環境、医師不足ということを踏まえて、

現実的なものの見方をされている市民の方が、

非常に多いところであります。 

一方、切実な、いわばこの医療の衰退に伴

う影響を受けている市民の皆さんもいらっし

ゃることも事実です。 

こういった状況・実態を客観的にどう把握

するかということが必要だと思うところであ

ります。あまりお金をかけずに、これら市民

の皆さんの意見を前提にして進めるべきだと

も思うのですが、そこでお聞きします。 

市長はこのことを踏まえ、本市の地域医療

の本来の姿がどうあるべきと思うのか、考え

をお聞きいたします。 

また、当初35億から５億円プラスの40億、

そして10億円増の約50億になったことで、立

ち止まって以降、７月には自治組織代表者会

議、まちづくり地区懇談会、８月には病院建

設等の市民説明会を開催されてきました。さ

らに市立美唄病院の建替え等に関する市民委

員会の会議も複数回開催されておりますが、

これら懇談会や市民委員会の会議を開催した

中で、どのような意見があったのか、主なも

ので良いですからお聞かせください。 

また、説明されて市民の意識が変わってき

たと思いますか。変わったとすれば、どのよ

うに変わってきたのか、お聞きします。 

また、今後の考え方として、３月時点での

当初基本設計を予定どおり約50億の金額で、

病院と併設する保健福祉総合施設も含め、見

直す考えはないのか。見直す考えがあるとす

れば、どのように、いつまでに見直すのか。

交付金不足なら見直すと市民説明会でも言わ

れておりますので、そのことを含めて、お答

えをいただきたいと思います。 

大綱の４点目は、教育行政について、教育

長にお聞きします。 

旧三菱美唄炭鉱前に設置されました彫刻作

品についてでありますが、かつて全国有数の

産炭地として栄えた美唄は、昭和31年に人口

のピークを迎え、その数は、９万2,150人にも

上っております。そのうち約６万人が炭鉱関

連地区に住んでおられたところです。美唄の

ヤマの歴史は、大正４年には、北海道進出を

目指していた三菱財閥が、鉄道も含めて飯田

美唄炭鉱を買収、これをきっかけに中小炭鉱

が数多く開鉱し、まちの人口も急増、昭和３

年には、三井財閥も進出し、三菱と並ぶ巨大

炭鉱が誕生しました。炭鉱の発展により、鉱

業施設はもちろん、炭鉱で働く人と、家族の

ための住宅、学校、郵便局など、次々とつく

られました。 

現在、アルテピアッツァ美唄がある場所も

旧三菱の炭住街で、同時に文化・芸能・スポ

ーツ活動も活発になり、多数のサークルが誕

生し、一流芸術家の公演や展覧会、スポーツ

大会なども開催され、過去には、美空ひばり

のコンサートや大相撲、プロ野球の興行に、

美唄の人達は歓喜しておりましたが、その後

は、大きな時代の変化に巻き込まれ、石炭か
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ら石油に変わり、三井美唄炭鉱が閉山、三菱

美唄炭鉱も60年の歴史に幕を下ろし、昭和48

年には、すべての炭鉱が坑口を閉ざしたとこ

ろであります。その翌年、美唄の人口は、つ

いに４万人台を割り込んだことは鮮明に記憶

に残っております。 

美唄の炭鉱は閉じ、多くの炭鉱夫はそれぞ

れヤマを去り、すみを堀り、働く喜びは盆踊

りのにぎわいも楽しく、それぞれに忘れ得な

い生活のなりわいがありましたが、時代は過

ぎ去り、かつての街並みは姿を消し、そこに

は、多くの人々の温かな記憶と、これからの

美唄をつくり出していこうとする新しい気持

ちが確かに息づいております。人々は役割を

終えて、今はもう誰もいません。ただ静かに

地底に眠り歴史を話しかける炭山だけが生き

ております。 

このような歴史の中、旧三菱美唄炭鉱跡の

炭鉱メモリアル公園に展示された報道がなさ

れましたが、安田侃さんは、その手前にも「炭

鉱の碑」の設置をされております。 

改めて、竪坑前に設置した経過についてお

聞きします。 

２つに、安田侃先生から、今までに寄託さ

れた作品はいくつあるのか。また、寄贈され

た作品は何点あるのかお聞きします。 

その３つに、美術館化とどのように結び付

けていくのか、どのように変わっていくのか。 

その４つに、設置については、道の許可が

必要と思うのですが、許可は得たのですか。

また、先に策定されております観光ビジョン

と、どのように関わり、結びつけていくのか、

お聞きします。 

●議長小関勝教君 市長。 

●市長髙橋幹夫君（登壇） 山崎議員の質問

にお答えいたします。 

初めに、財政問題について、普通交付税に

ついてでありますが、平成30年度普通交付税

の交付決定額と増減率につきましては、７月

に決定額が示されており、空知管内の市部で

は、前年度対比1.3％の減、空知全体では1.8％

の減となったところであります。 

美唄市の決定額は56億2,773万9,000円で、

前年度対比466万3,000円で、0.1％の減、当初

予算対比では873万9,000円で、0.2％の増とな

ったところであります。 

本市に及ぼす影響につきましては、厳しい

財政状況に変わりはないものと考えておりま

すが、本年度につきましては、ほぼ予算どお

りの決定額となっておりますことから、大き

な影響は及ぼさないものと考えており、ガイ

ドラインの推進方策に基づき、対策を講じな

がら、財政調整基金の使用をしない中で、健

全な財政運営に努めてまいります。 

次に、普通交付税の今後の見通しについて

でありますが、国では「骨太の方針2018」の

中で、平成31年度から平33年度までの間、地

方の一般財源の総額は、平成30年度と実質的

に同水準を確保するとしており、平成30年度

と同水準で交付決定がされるものと試算して

いるところであります。 

しかし、本市の歳入全体の中で、普通交付

税の割合が大きいことから、普通交付税の算

出方法の変更などにより、大幅な減額となっ

た場合は、影響は大きいものと考えており、

市民サービスへの影響が最小限となるよう、

事務事業の統廃合や職員数削減による人件費

の計画的な削減など、行政改革の取り組み項
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目を加速させながら、財政運営に努めてまい

ります。 

いずれにいたしましても、事業の選択と集

中の考えのもと、削減だけでなく、新たな事

業の推進も図りながら、国に対して、地方の

財源を確保するための要望を継続し、持続可

能な財政運営に努めてまいります。 

次に、企画行政について、トマーレびばい

についてでありますが、初めに、利用状況に

つきましては、平成29年度では延べ52団体、

475人が利用し、利用日数を運営日数の365日

で割り返した稼働率は21％で、当初見込みの

17.2％を上回っているところであります。 

また、道内外の地域別の利用者件数は、道

内44件、道外４件、国外４件で、利用種別は

クライミングやテニス、卓球、スキーなどの

スポーツ合宿のほか、サテライト・キャンパ

ス協働事業や中華大学のインターンシップ、

サイクルイベント「カントリーライド」でご

利用いただいたところであります。 

平成30年度では、８月末現在で申し上げま

すと、延べ23団体、252人にご利用いただき、

稼働率につきましては、36.1％となっている

ところであります。 

また、地域別の利用者件数は、道内16件、

道外４件、国外３件で、利用種別はクライミ

ングやソフトテニスなどのスポーツ合宿のほ

か、サテライト・キャンパス協働事業や中華

大学のインターンシップ、民謡などの文化系

合宿でご利用いただいているところでありま

す。 

次に、現状の課題につきましては、スポー

ツ合宿は、一般的に小中高の学校の夏休み期

間中に集中することから、利用需要の高い時

期に施設の貸し出しができないことが検討す

べき課題ととらえているところであります。 

また、対応策につきましては、予約後に日

程変更がありました場合は、速やかにご連絡

いただけるようお願いするとともに、民間の

宿泊施設をご案内するなど、本市での合宿の

機会を失わないよう努めてまいりたいと考え

ているところであります。 

次に、あるべき地域医療の姿と市立美唄病

院の建替えについて、本市の地域医療の姿に

ついてでありますが、平成19年に旧労災病院

との統合を断念した後の地域医療の在り方に

つきましては、医師会、保健医療福祉、経済、

労働団体など、各機関との地域医療に関する

懇談会や市内各病院長による地域医療体制の

在り方検討委員会などにおいて議論を重ね、

平成25年に地域医療提供体制ビジョンをまと

め、基幹的病院として、地域医療の中心的役

割は市立病院が担い、他の医療機関との機能

分担・連携による医療提供体制を構築するこ

とが必要であるため、市立美唄病院では、救

急医療、人工透析、小児科、産婦人科などを

継続し、市内や近隣の医療機関との役割分担

と連携により、地域医療を守っていかなけれ

ばならないものと考えているところでありま

す。 

また、今後の人口減少、少子高齢化から想

定される課題といたしましては、高齢者のみ

世帯の増加や要介護者、認知症の人の増加が

見込まれることなど、少子化や核家族化によ

ります家族介護力や子育て力が低下していく

こと、さらには、医療や介護従事者など、働

く人の確保が困難になることなどが予測され

ております。 
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最近では、病気、認知症、介護問題、出産・

育児等のさまざまな不安や悩みを複数抱えて

問題が複雑化し、医療のみ、保健のみ、福祉

のみでは解決できないケースが増加傾向にあ

り、このようなケースに対しましても、迅速

に対応していかなければならないと考えてい

るところであります。 

こうしたことから、今後求められる地域医

療の姿といたしましては、急性期から回復期

のリハビリテーション、在宅に至るまでの切

れ目のない医療の提供、さらには、保健や福

祉も連携した中で、医療や介護が必要になっ

ても、住み慣れた地域で、自分らしい暮らし

を、人生の最期まで続けることができるよう

な支援体制として、地域包括ケアシステムを

構築していくことが重要であるものと考えて

いるところであります。 

次に、説明会などにおける主な意見等につ

いてでありますが、建替えにあたりましては、

将来負担を考え、規模を縮小するなど、事業

費の抑制を図り、財政負担を軽減すべきとの

意見や、他の公共施設の整備も含めた財源的

な根拠を示すべきとの意見のほか、市民に信

頼される病院の構築や早期の建設を望む声な

どがありましたが、参加された多くの方から

市立病院の必要性につきましては、ご理解を

示していただけたものと受け止めているとこ

ろであります。 

次に、市民意識の変化についてであります

が、まちづくり地区懇談会や建替え等の説明

会におきましては、市立病院の必要性や建設

費と財政負担、将来の病院推計などにポイン

トを絞り説明を行ったことによりまして、市

立病院の役割や建替えの必要性、事業費と実

質の返済額の相違などにつきまして、理解が

深まっているものと受け止めているところで

あります。 

次に、基本設計の見直しの考えにつきまし

ては、現在のところ、今年１月にまとめまし

た基本設計を基本に進めさせていただきたい

と考えているところでありますが、本年６月

に設置いたしました市民委員会において、説

明会等における市民からの意見などを参考に

検討を行い、本年11月に提言をいただくこと

としております。 

このため、最終的には、提言内容や財源確

保の状況も踏まえ、総合的に判断してまいり

たいと考えているところであります。 

●議長小関勝教君 教育長。 

●教育長星野恒徳君（登壇） 山崎委員の質

問にお答えいたします。 

彫刻作品の現状について、初めに、彫刻を

竪坑前に設置した経緯についてでございます

が、本年６月25日、安田先生が教育委員会に

来られ、その際、安田先生から、今年、島全

体がアートとして注目を集めている香川県の

直島のイベントに講師として招かれ、三菱の

銅山跡を見学し、多くの観光客を目にしたが、

美唄にも炭鉱遺産として、炭鉱メモリアル森

林公園があり、ここに自分の作品を展示すれ

ば、炭鉱夫やその子どもたちが学んだ木造校

舎の旧栄小学校と、炭鉱そのものの象徴であ

る炭鉱メモリアル森林公園の竪坑が線で結ば

れ、今後、道道美唄富良野線が開通した折に

は、同公園を訪れる人が増え、直島のように、

美唄市の地域の歴史をもっとたくさんの人に

紹介できるのではないかとのご提案をいただ

き、７月７日、安田先生により、ブロンズ作
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品３点を設置したところでございます。 

次に、寄託作品、寄贈作品数についてでご

ざいますが、安田侃彫刻美術館アルテピアッ

ツァ美唄敷地内に常設展示している45点のう

ち、30点が寄託作品、15点が市所有作品とな

っており、この市所有作品15点のうち１点が

寄贈された作品で、その他14点は購入したも

のでございます。 

次に、美術館との今後の関係性についてで

ございますが、炭鉱メモリアル森林公園に安

田作品を設置することで、炭鉱遺産群、我路

の炭山の碑、安田侃彫刻美術館アルテピアッ

ツァ美唄がアート空間としてつながり、お互

いの相乗効果により、来訪者の増加が期待さ

れるところでございます。 

次に、設置に伴う使用許可についてでござ

いますが、炭鉱メモリアル森林公園の敷地は、

北海道の所有で、市が維持管理を行っており

ますことから、あらかじめ、空知総合振興局

に相談し、了解を得て設置したところでござ

います。 

また、観光ビジョンとの関連についてでご

ざいますが、本市においては、美唄市まち・

ひと・しごと創生総合戦略の中で、観光客入

込数を今後90万人という目標を設定している

ところであり、これを受け、本年度策定した

美唄市観光ビジョンでは、観光を新たな産業

として育て上げ、地域の活性化と市民が誇り

に思える観光のまちづくりを進めることとし

ていることから、教育委員会といたしまして

は、市長部局と連携し、東部地域の観光拠点

と期待する炭鉱メモリアル森林公園の炭鉱遺

産と安田侃彫刻作品との相乗効果により、交

流人口や観光客の増加につなげていきたいと

考えております。 

なお、炭鉱メモリアル森林公園の整備につ

きましては、道道美唄富良野線の開通後、実

際にどのくらいの観光客が訪れているのかを

調査した上で、駐車場やトイレ、案内看板の

整備のあり方について、今後、教育委員会を

含め、それぞれの部局の役割に応じ、横断的

に協議していかなければならないものと考え

ております。 

●議長小関勝教君 ９番、山崎一広議員。 

●９番山崎一広議員 自席から再質問させて

いただきます。 

まず質問ではないんですが、交付税とアル

テについて、交付税は、特に今後大きな特殊

要素がないように期待をしますし、市長が言

われました人件費の計画的な削減、行政改革

の取り組みの加速と、当然でしょうけれども、

削減だけではなく、新たな事業の推進に取り

組んでいっていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

それとアルテピアッツァ、今教育長が言わ

れましたように、本当に教育だけでは当然難

しいものだと私も承知しておりますし、ここ

に市長もおられますので、各部局と横断的な

協議を進めて、８月の頭に、私は三笠の高校

生レストランに行ってきました。ものすごい

人数です。今後どうなるかは私もわかりませ

んけれども、あそこの良いところは、高速か

ら出てきたら、そのまままちの中を通って富

良野の方に行ける、まちを通るということで、

高校生レストランは、特に良い立地場所にあ

るのではないかと思いますので、横断的に協

議を進めていかなければと思いますので、よ

ろしくお願いします。 
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それで２点ほど再質問します。まずトマー

レびばいです。実績はわかりました。確かに、

夏場は多いと思いますが、冬場はどのように

なっているのかと思います。冬期間の延べ団

体数と延べ人数と稼働率は、夏場の稼働率と

比較してどのようになっているのか、減少し

ているのであれば、対応策は考えているのか、

改めてお聞きします。 

また、予約方法はどのようになっているか

についてもお聞きいたします。 

本市は１～２年前からスカイスポーツ、最

近ではスナッグゴルフやウインター関係のス

ポーツも盛んになってきましたけれども、特

に、ウインターゴルフや市長もされます自転

車関係のスポーツ、冬場もスキーなどのスポ

ーツがあります。スノーモービルを使ったバ

ナナボートなども盛んになってきましたが、

スポーツ合宿などで申し込んでも、中華大学

やサイクルイベント、サテライト・キャンパ

スなどですでに押さえられて、申し込みして

も空いていないという、現状への苦情ではあ

りませんけれども、そのような声や話を多数

お聞きします。年度当初、それら以前から、

すでに観光関係で予約されているのではない

かと、多少疑問にも思いますけれども、昨今、

陸上競技場の活用を希望しております大学生

が中心のラクロス、練習会場として合宿を、

ゆ～りん館だけではない、さまざまな市内施

設で希望しております。このままいくと、本

市での合宿機会を失いつつあるのではないか

と思います。 

これは余談ですけれども、先だって、北海

道への移住・定住について、アンケート調査

の結果が出ております。「北海道が好き、まあ

まあ好き」が95％で、「定住希望」が83％、そ

の一方で、「将来に不安」が47％と出ておりま

した。やはりこれは、北海道の持つ土地柄と

いいますか、命名から150年経っても、広い本

土、豪雪と寒さ、さらに人口密度が都市部、

特に札幌圏内に集中しており、医療、介護、

子育て、やはり住み続けるには、不安があろ

うかと思います。 

しかし、これを逆手にとって、北海道の特

に本市の魅力をより一層アピールする絶好の

チャンスととらえて取り組むべきと思います

が、本市もトマーレびばいの活用方法を今一

度考え、取り組むべきではないかと思います。 

愛別町では、子どもが誕生すると、ハッピ

ーボーンということでお昼に花火を打ち上げ

るそうです。 

改めて、今後どのように取り組んでいくの

か、お聞きします。 

病院についてです。過去に、市民説明会で

もどなたかが言っておられましたけれども、

ここまで市民説明会を実施したことはなかっ

たかと私も記憶しております。 

改めて、３月の１定で、市長自ら立ち止ま

った。これは、20年ほど前の議会であれば、

多分、新年度予算が可決されていないと思い

ます。市長自身の進退にも及んでいるかと思

います。当然、市長はこのことを知っておら

れると思います。 

それと６月だったと思いますが、会議所の

議員懇談会で、美唄市のまちづくりを考える

講演がありましたけれども、まちづくりの失

敗例として、夕張市を上げておられました。

誰がここまで失敗するまで補助金を出し続け

たのか。道庁の指導力不足とまで言われてお
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りましたが、果たしてそうでしょうか。私は

違うと思います。国ではないのか、総務省で

はないのかと。 

過去に１度だけ、私は、当時の夕張市長の

講演を聞いたことがあります。中田鉄治市長

です。はっきりと言っておられました。鮮明

に覚えております。「借金も財産だ。国は、ど

んどん金を貸してくれるのです。皆さんどん

どんやりましょう」と豪語しておられたのを

はっきりと覚えております。古き時代、いわ

ゆるバブルの時代、昭和の時代の話を持ち出

し、美唄市に照らし合わせることはいかがな

ものかと、はっきり言って私は呆れかえりま

した。ただこれだけは言えます。先送りして

きた、過去に携わってきた方々、私は間違い

だったとはっきりと思います。 

財政健全化に市長は取り組み、解消し、病

院の不良債務23億、とりあえず解消したよう

です。今以上に今後厳しくなるかもしれませ

んけれども、果たしてそんなに厳しくなるで

しょうか。 

平成21年改革プラン、先ほど言いました25

年３月に地域医療提供体制ビジョン、そして

26年に再構築プランと、もしこのまま市立病

院がなくなれば、本市は衰退します。 

それと基本設計もそうですけれども、実施

設計にこのままだと入れますか。私は難しい

のではないかと思います。 

当初の26年３月策定のプランでいきますと、

今年30年４月をもって、もう建っているはず

です。 

「人口減少でベッド数が足りない」、「86床

も要らない」ですとか、「50億は高すぎる、身

の丈に合った病院を」、「将来の財政収支を出

すべき」、市民の中には、「市長自身が借金を

返すのであれば良いが」という手厳しい意見

も私の耳に入ってきます。立ち止まったこと

で、不審・不安、そして多くの疑問や意見が

沸騰してきております。 

改めて、なぜ立ち止まったのか、このこと

についてお聞きいたします。 

それと、市立病院の必要性は理解されてい

ることと思いますし、先ほどのご答弁でもあ

りました。多くの方が市立病院は必要だと理

解しているということで、私もそのように思

います。やはり、将来負担の少ない病院建設

を、財政負担はどのくらいになるのか。現在

の市の推計により、増えていくのではないか。 

また、３月の最終日の市政報告で、市民の

方々のご意見を十分にお聞きし、できる限り

早い時期にとり進めたいと市長は言われまし

たが、財源確保のスケジュールによって、基

本設計の変更もあり得るとありました。タイ

ムスケジュールからいくと、どうされるのか。

もう待てない時期に来ているのではないかと

思います。改めてこのことについてお聞きい

たします。 

●議長小関勝教君 市長。 

●市長髙橋幹夫君 山崎議員の質問にお答え

いたします。 

初めに、トマーレびばいについてでありま

すが、冬場の利用状況につきましては、延べ

27団体、218人のご利用があり、稼働率につき

ましては、15.2％となっており、５月から９

月までの夏場の稼働率28.9％のほぼ半分とな

っているところでございます。 

また、対応策につきましては、ウインター

スポーツや屋内スポーツ、文化活動などの合
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宿をはじめ、インターンシップ事業、美唄サ

テライト・キャンパス協働事業にかかる学生

の受け入れなど、多くの方にご宿泊いただく

ため、交流人口の増加に向け、取り組んでお

ります。 

各施策の担当課と連携を図りながら、多く

の方にご利用していただきますよう、さらに

ＰＲを図ってまいります。 

次に、予約や申し込みの方法につきまして

は、各施策の担当課が問い合わせを受け、予

約状況を確認し、申し込みを受け付けている

ところであります。 

次に、今後の活用方法につきましては、多

くの皆様にご活用いただけますよう申し込み

受付時におけるキャンセル待ちへのきめ細か

な対応を行うなど、需要ニーズに応えられる

施設として、検討を行ってまいります。 

いずれにいたしましても、この施設は、交

流人口の増加に向けて、必要な施設であると

考えているところであり、有効かつ効果的な

運用に取り組んでまいります。 

次に、市立病院の建替え等についてであり

ますが、本年１月に基本設計を取りまとめ、

２月に市民説明会を開催いたしましたが、急

激な人口減少や長引く地域経済の停滞など、

市を取り巻く社会環境に対する不安や税収の

落ち込みなどによる財政悪化への心配から、

事業推進に対する懸念の声が一部寄せられた

ところであります。 

このことから、市民との協働のまちづくり

を進める上で、今後、数十年、市民の健康の

拠り所として役割を果たす市立病院のあり方

について、市民及び関係する多くの団体の

方々と真摯に議論を深める時間が必要である

と判断し、予定しておりました実施設計を延

期したものであります。 

次に、今後のスケジュールについてであり

ますが、これまで、自治組織代表者会議やま

ちづくり地区懇談会、市民や各団体への説明

会を開催し、議論を深めてきたところであり、

その中でいただいた意見などを参考に、市民

委員会において検討を行い、11月に提言をい

ただくこととしております。 

いただきました提言の内容につきましては、

十分に検討を行い、総合的に判断をし、本年

12月には方針を決めてまいりたいと考えてい

るところであります。 

●議長小関勝教君 ９番、山崎一広議員。 

●９番山崎一広議員 自席から再々質問させ

ていただきます。 

今お答えをいただきました。11月に提言を

いただいて、12月には総合的に判断したいと

言われました。ただ、まだまだ、建替えには

反対する意見も少数でしょうけれどもありま

す。そんな部分、今後さらに市長の考えも含

めて、市民説明会にいくのか。聞いているの

は、南美唄ですとか、参加人数が少なかった

ところが多少あるかと思います。そんな部分

も含めて、改めて、今後の病院のあり方も含

めて、どのようにしていくのか。市長の考え、

最終決意として、これだけ長くやった。先ほ

ども申し上げましたが、説明会を続けたとい

うのは、過去に例がなかったと思います。こ

のような部分で市長の思いが市民に届くよう

に、強く私は望むのですけれども、市長の考

えがもしあればお聞かせいただきたいと思い

ます。 

●議長小関勝教君 市長。 
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●市長髙橋幹夫君 市立美唄病院の建替え等

についてでございますが、３月に実施設計を

立ち止まってから、より多くの市民の皆さん

との意見交換を行ってきたことにより、病院

の必要性につきましては、ご理解をいただけ

たものと受け止めているところであります。 

いずれにいたしましても、私といたしまし

ては、市民の健康と、そして命を守るため、

地域医療の確保に欠かすことができず、まち

づくりの根幹になるものと考えており、将来

の人口減少を見据えたコンパクトなまちづく

りのスタートとして、最優先に取り組まなけ

ればならない重要な施策の１つであると考え

ているところであります。 

 

●議長小関勝教君 以上で一般質問を終わり

ます。 

これをもって、本日の日程は全部終了いた

しました。 

本日は、これをもって散会いたします。 

 

午前１１時５５分 散会 
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